
明治大学図書館情報学研究会
第２回例会

『日本の図書館の歩み：1993-2017』
資料・統計篇の編纂とその周辺
―ある事務局職員の随想より―

佐藤 裕亮（大正大学非常勤講師，
聖徳大学通信教育部兼任講師）

●要旨
日本図書館協会は周年記念事業の一環として，1992年から1993年にかけて

『近代日本図書館の歩み』本篇・地方篇を，2021年にはその後続編にあたる
『日本の図書館の歩み：1993-2017』を編集・刊行している。両書について
はすでに奥泉和久氏の「歴史を刻む図書館：図書館史編集の目的，意義など
について」（『Cal De La』４巻1号，2022年4月）などに詳しく紹介されて
いるが，本報告では，日本図書館協会に当時編集委員会事務局の担当職員と
して勤務した佐藤の視点から，『日本の図書館の歩み：1993-2017』資料・
統計篇の編纂を中心に語りおくことで，組織の歴史をまとめる意義やその方
法を考えるための参考に供したい。
またあわせて，佐藤自身の研究歴を含めた周辺的な事柄にも積極的に言及

していくことで，これから学部・大学院で何らかの主題専門性を磨き，図書
館界はもちろん，さまざまな分野で活躍をしていこうという人びとにとって，
参考となるような話ができればと考えている。

●発表者略歴
1983年東京都練馬区生まれ。大正大学文学部史学科，明治大学大学院文学研究科史学
専攻アジア史専修で東洋史（魏晋南北朝史，中国仏教史）を専攻。博士後期課程在籍中
より地域の郷土資料館に勤務し，館の教育普及活動や博物館ボランティアのサポート等
の業務に従事する中で，図書館におけるレファレンスサービスや地域資料サービス，
MLA連携の重要性を意識するようになり，亜細亜大学司書講習にて司書資格を取得。そ
の後，2015年4月より公益社団法人日本図書館協会に勤務し，第101回・第102回全国図書
館大会東京大会事務局，『日本の図書館の歩み：1993-2017』編集委員会事務局，日本図
書館協会の設置する図書館の在り方検討会事務局などを担当，2023年5月に退職。現在は
大正大学，聖徳大学通信教育部で非常勤講師を務める。主な著作に『鷗外の漢詩と軍
医・横川唐陽』（論創社，2016年）などがある。

申込先：shisyo@meiji.ac.jp（学生以外の方の申込締切：
12月7日（木）※事前申込が必要です。参加無料）
http://www.kisc.meiji.ac.jp/~shisyo/

日 時：2023年12月16日（土）10:50-12:30
会 場：明治大学駿河台キャンパス12号館2102室
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